
◆ 防府市立玉祖小学校 

   実施日時：平成 30年 9月 20日(木) 10時 30分～11時 30分 

   会場：玉祖小学校（5年 1組教室） 

対象：防府市立玉祖小学校 5年 1組（24名） 6班（各 4人） 

ファシリテーター：中野教諭 

命守会スタッフ：（気象台）逆瀬川、筒井、（日赤）加久 

 

Ⅰ.レクチャー：ファシリテーターが、大雨による災害と気象台から発表される防災情報に 

ついて説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.グループワーク：グループ毎に異なった条件（住居・家族構成）設定の下、大雨災害時

における各ステージでどのような行動を取るのか話し合った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.まとめ・発表：グループワークでの話し合いをまとめて、グループ毎に発表し、ファシ

リテーターが各班の発表にコメントした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ ワークショップ終了後に松浦教頭先生、中野教諭と懇談を行なった、 

・レクについては事前に行っていたが、やっぱり時間 50分では足りなかった。最後のとこ

ろで気象台の方からのお話をと考えていたが 2時限ないと難しい。時間を短縮するために

は発表を工夫する必要がある。（中野教諭） 

・今日の大雨防災 WSについては児童には帰ってから家の人と話をするように伝える。大雨

防災 WS を行うにあたっては、家の人にハザードマップがあるか確認させた。（中野先生） 

・事前レクでは防府市で起こった災害について話をされたとのことだったので良かったと

思う。（逆瀬川） 

・今回の大雨防災 WSは今のところ隣のクラスでもやる予定でいるので、今回撮影したビデ

オを参考にする。（中野教諭） 

・同じ内容で実施すれば担任によって差が出なくて良いと思う。（松浦教頭） 

・準備については、資料は冊子を参考に、またデモに参加したので実施のイメージはつか

めやすかった。ワークで使用する資料については、ラミネートで作成することによって次

次回実施する際に資料作成の準備の時間を省くことができるように工夫した。（中野教諭） 

・5年生の 2学期の学習の中で台風のことについて学習するので、この時に大雨防災 WSを

実施するように年度当初から決めておけば良いと思う。（中野教諭） 

・実施するとなる事前レク、当日のワークと 3時限は必要と思う。（松浦教頭） 

・児童が知らないことを気付かせるためには、情報に関して気象台から説明していただけ

ると専門家であるので我々とは重みが違う（松浦教頭） 

・何処の家庭でもスマホを持っていると思うので気象庁の HPにアクセスすると自分の場所

の土砂災害等の危険度を確認することが出来る。また注・警報についても時系列で確認す

ることが出来るので参考にして欲しい（筒井） 


